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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん全世界株式インデックスマザーファン
ド」（以下「マザーファンド」といいます。）の受益
証券を主要投資対象とします。 

運 用 方 針 

① 主としてマザーファンドの受益証券への投資を
通じて、米国の金融商品取引所に上場している投
資信託証券に投資し、MSCIオール・カントリー・
ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベー
ス）に連動する投資成果を目指します。 

② マザーファンドの受益証券の組入比率は、原則と
して高位を保ちます。 

③ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回
避するため、有価証券先物取引、有価証券指数等
先物取引および有価証券オプション取引を行う
ことができます。 

④ 実質組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

⑤市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきん全世界株式 

インデックスファンド 

決算日 

（第３期：2025年７月７日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

ん全世界株式インデックスファンド」は2025

年７月７日に第３期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス 
( 配 当 込 み 、 円 換 算 ベ ー ス ) ※ 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

2022年10月12日 10,000 － － 10,000 － － 134 

１期(2023年７月５日) 12,247 90 23.4 12,484 24.8 99.7 1,909 

２期(2024年７月５日) 16,211 140 33.5 16,909 35.4 98.9 13,521 

３期(2025年７月７日) 16,502 200 3.0 17,543 3.7 99.7 18,575 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注４） MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は2022年10月12日の値を10,000としてしんきんア

セットマネジメント投信が算出したものです。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス 
( 配 当 込 み 、 円 換 算 ベ ー ス ) ※ 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2024年７月５日 16,211 － 16,909 － 98.9 

７月末 15,097 △6.9 15,737 △6.9 99.9 

８月末 14,830 △8.5 15,457 △8.6 99.8 

９月末 15,040 △7.2 15,736 △6.9 100.0 

10月末 16,082 △0.8 16,794 △0.7 99.8 

11月末 16,052 △1.0 16,762 △0.9 99.8 

12月末 16,703 3.0 17,472 3.3 99.0 

2025年１月末 16,702 3.0 17,496 3.5 100.2 

２月末 15,877 △2.1 16,677 △1.4 100.0 

３月末 15,401 △5.0 16,171 △4.4 99.8 

４月末 14,775 △8.9 15,476 △8.5 100.0 

５月末 15,784 △2.6 16,585 △1.9 100.0 

６月末 16,524 1.9 17,375 2.8 100.0 

(期  末)      

2025年７月７日 16,702 3.0 17,543 3.7 99.7 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 
 
※MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス

（配当込み）をもとに、委託会社が計算したものです。MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.

が開発した株価指数で、日本を含む世界の先進国および新興国の株式で構成されています。また、MSCI オール・カントリー・ワールド・

インデックスに対する著作権およびその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属します。 
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○第３期の運用経過等（2024年７月６日～2025年７月７日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注２） 分配金再投資基準価額およびMSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、期首（2024年７月

５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 
（注３） ベンチマークは、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資

を通じて、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）の動きに連動する

投資成果を目指して運用を行っています。 

当期は、主にMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックスが上昇したことを受けて、基準価額は上昇

しました。当期の基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 
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＜上昇要因＞ 

・トランプ氏が大統領選で勝利し、規制緩和や減税が米景気を刺激するとの期待が高まったこと。 

・日銀が2024年12月中旬の金融政策決定会合で利上げを見送るとの観測が高まったこと。 

・イスラエルとイランの停戦が成立したことで投資家心理が改善したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・2024年７月末の金融政策決定会合で日銀が利上げを決めたこと。 

・米雇用統計で失業率が上昇したことで、米景気後退懸念が高まったこと。 

・米政権が発表した相互関税の規模が事前予想を上回る内容であったこと。 

 

＜投資環境＞ 
（外国株式市況） 

外国株式市場は全体で見ると上昇しました。当期初から2024年８月にかけては、米雇用統計で失業率が上昇

したことで、米景気後退懸念が高まり、軟調な動きとなる場面があったものの、米小売売上高が市場予想を上

回るなど米経済の底堅さが確認された安心感などを背景に、ほぼ横ばいとなりました。９月から11月にかけて

は、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で0.5％の利下げが決定されたことや、９月の米雇用統計が良好な内

容となったことに加えて、トランプ氏が大統領選で勝利し、同氏が掲げる規制緩和や減税が米景気を刺激する

との期待から、上昇基調で推移しました。年末にかけては、ＦＯＭＣで、今後の利下げに慎重な姿勢が示され

たことなどを受けて、米長期金利の上昇などが重しとなり、軟調な動きとなりました。2025年１月から４月に

かけては、好調な企業決算やハイテク株への買いが支えとなり、上昇する局面もあったものの、米国による相

互関税の規模が事前予想を上回る内容であったことなどが嫌気され、下落しました。５月に入ると、米中両政

府が双方に課していた高関税を大幅に引き下げることを発表したことなどから、上昇しました。その後は、中

東情勢の緊迫化が重しとなる場面もありましたが、イスラエルとイランの停戦が成立したことで投資家心理

が改善したことなどから、堅調な動きとなり当期末を迎えました。 

 

（国内株式市況） 

国内株式市場は下落しました。当期初から2024年８月にかけては、７月末の金融政策決定会合で日銀が利上

げを決めたことに加えて、さらなる利上げの可能性を示唆したことや、米景気後退懸念が高まったことなどが

重しとなり下落しました。９月は、米雇用の減速を示唆する経済指標が相次いだことなどから、米企業業績の

悪化懸念が意識され、軟調な動きとなる局面もありましたが、ＦＯＭＣで0.5％の利下げが決定されたことな

どが好感され、値を戻す動きとなりました。10月から年末にかけては、９月の米雇用統計が良好であったこと

や、野党が主張する積極的な財政政策が実施されるとの思わくが強まったほか、日銀が12月中旬の金融政策決

定会合で利上げを見送るとの観測が高まったことなどを背景に、上昇基調で推移しました。2025年１月から３

月にかけては、国内主要企業の好決算などが支えとなりましたが、日銀の高田創審議委員による発言が「タカ

派」と受け止められ、円高が進行したことなどが重しとなり、下落しました。４月は、米政権が発表した相互

関税の規模が事前予想を上回る内容であったことが嫌気される局面もありましたが、一部製品で米関税政策

の免除が示唆されたことなどから、ほぼ横ばいとなりました。その後は、米英両政府が貿易協定の締結合意を

発表したことなどが好感されたほか、イスラエルとイランの停戦合意などを背景に、堅調な動きとなり当期末

を迎えました。 

 

（為替市況） 

当期の米ドル円為替相場については、米ドルが下落しました。 

当期初から2024年９月にかけては、日銀が金融政策決定会合において、国債買入れ減額と同時に利上げを実
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施するとの観測が高まったことや、米利下げ観測の高まりなどを背景に、下落基調で推移しました。10月から

年末にかけては、パウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が来年の利下げについて慎重な見方をしたこ

となどから、上昇基調で推移しました。2025年１月から４月末にかけては、複数の米経済指標が市場予想比で

下振れたことや、米中貿易戦争に伴う世界的な景気減速懸念が高まったほか、リスク回避の動きが優勢となっ

たことなどから、下落基調で推移しました。その後は、イスラエルとイランとの軍事衝突をきっかけに米ドル

買いが広がったものの、停戦合意などを受け、値を戻す局面もあり当期末を迎えました。 

当期のユーロ円為替相場については、ユーロが下落しました。 

当期初は、2024年７月の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会において政策金利の据え置きが想定される中、日銀

が利上げを実施したことなどを背景に、下落基調で推移しました。８月から年末にかけては、中東情勢の混乱

や、ＥＣＢが12月の会合で追加利下げを実施するとの見方が高まったことなどを背景に、下落する場面もあり

ましたが、日銀が利上げを見送ったことなどを背景に、上昇に転じる場面もあり、方向感に乏しい展開となり

ました。2025年初めから２月にかけては、ユーロ圏の景気減速懸念や、ＥＣＢが利下げ継続の方針を示したこ

となどを背景に、下落基調で推移しました。その後は、ラガルド総裁が利下げの打ち止めを示唆したことで、

日欧金利差縮小の思わくが後退したことなどを背景に、上昇基調で推移しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通じ、MSCI

オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指して運

用を行いました。 

 

●しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 

MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指

し、上場投資信託である「iシェアーズ MSCI ACWI ETF」を主要投資対象として運用を行いました。 

上場投資信託の組入比率は、高位の水準を保つように努めました。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率（分配金込み）は＋3.0％となり、同期間のベンチマークの騰落率である＋3.7％を

0.7％下回りました。 

ベンチマークとの差異における主な要因としては、信託報酬やマザーファンドにおけるコスト等が挙げら

れます。 
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＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準等を勘案して、１万口当たり

200円（税込み）としました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2024年７月６日～ 
2025年７月７日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.197％ 

 当期の収益 200  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,502   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん全世界株式インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通

じ、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目

標として運用を行います。 

 

●しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 

運用の基本方針に従い、主として上場投資信託である「iシェアーズ MSCI ACWI ETF」への投資を行い、実

質的に日本を含む全世界の株式に投資を行い、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、

円換算ベース）に連動することを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 72  0.459  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (25)  (0.160)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (44)  (0.277)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.026   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 4)  (0.026)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 3   0.019   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.016)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 79   0.504    

期中の平均基準価額は、15,738円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.80％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 3,206,243 5,157,580 536,035 900,130 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2025年７月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 8,106,719 10,776,928 18,529,850 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年７月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん全世界株式インデックスマザーファンド 18,529,850 98.0 

コール・ローン等、その他 377,168 2.0 

投資信託財産総額 18,907,018 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん全世界株式インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（18,803,339千円）の投資信託財産総額

（18,843,563千円）に対する比率は99.8％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2025年７月７日現在、１ドル＝144.41

円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年７月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 18,907,018,086   

 コール・ローン等 63,177,477   

 しんきん全世界株式インデックスマザーファンド(評価額) 18,529,850,004   

 未収入金 313,990,000   

 未収利息 605   

(B) 負債 331,173,854   

 未払収益分配金 225,129,054   

 未払解約金 66,793,278   

 未払信託報酬 38,976,522   

 その他未払費用 275,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 18,575,844,232   

 元本 11,256,452,740   

 次期繰越損益金 7,319,391,492   

(D) 受益権総口数 11,256,452,740口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,502円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は8,340,802,411円、期中追加設定
元 本 額 は 4,907,854,944 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は
1,992,204,615円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.6502円です。 
 

○損益の状況 (2024年７月６日～2025年７月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 130,019   

 受取利息 130,019   

(B) 有価証券売買損益 819,669,466   

 売買益 870,195,733   

 売買損 △   50,526,267   

(C) 信託報酬等 △   73,779,183   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 746,020,302   

(E) 前期繰越損益金 1,713,925,485   

(F) 追加信託差損益金 5,084,574,759   

 (配当等相当額) (  2,374,719,870)  

 (売買損益相当額) (  2,709,854,889)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,544,520,546   

(H) 収益分配金 △  225,129,054   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,319,391,492   

 追加信託差損益金 5,084,574,759   

 (配当等相当額) (  2,383,251,458)  

 (売買損益相当額) (  2,701,323,301)  

 分配準備積立金 2,234,816,733   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（232,359,315
円）、費用控除後の有価証券売買等損益額（513,660,987円）、
信託約款に規定する収益調整金（5,084,574,759円）および分
配準備積立金（1,713,925,485円）より分配対象収益は
7,544,520,546円（10,000口当たり6,702円）であり、うち
225,129,054円（10,000口当たり200円）を分配金額としてい
ます。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 200円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に

再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始してい

ます。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 
（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金)」(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合

は全額が｢普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金)｣、

残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に各受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の各受益者の個別元本となります。 
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＜約款変更のお知らせ＞ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2025

年４月１日実施） 
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